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Abstract
The purpose of this paper is to analyze memoirs of Japanese teachers deployed to the Philippines
in the Asia Pacific War. The Japanese military tried to teach Filipinos the Japanese language in
order to make them accept the legitimacy of the Japanese invasion. Education was the basis of
the occupation policy, with about 180 teachers being deployed all over the Philippines. Their
students were not only children but also bureaucrats, police officers, and Filipino Japanese-
language teachers. After American forces came back to the archipelago, however, the Japanese-
language classes were gradually terminated and teachers struggled to survive in the mountain
areas. Some survivors contributed articles about their war experiences to the journal
Sampaguita after the war. This paper looks into their stories to understand what they thought
about their work in the Philippines. Many of them gave themselves high marks for their
education, even though they criticized the Japanese occupation of the Philippines. There are
several reasons for their mindset, including the influence of US colonization policies and Japanese
occupation policies on the Philippines, as well as teachersʼ occupational identity. The teachers are
proud of having worked at schools, because they engaged in education their entire lives and
maintained good relationships with former students after the war. They considered the
friendships to be evidence of their educational achievement.
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1 ) 本稿で取り上げる戦時下フィリピンでの日本語教育に関係する主な業績として，[石井 1995; 木村
1991; 太田 1986; 多仁 2000; 2006] などがある。また日本の近代国家化やナショナリズムとの関
















































る戦友会の一種であることを示している [新田 1983; 高橋 1983]。会員数は，1990 年度の
最後の決算書によると 33名であった。この会が結成された 1960 年代半ばは日本全体の生活水
準が安定し，戦前の記憶の問い直しが可能になった時期にあたる。戦友会が各地で結成され，
その活動が活発になるのもこの時期からである [高橋 1983]。さらに，戦後 20 年を画する
1965 年が訪れたことも過去を振り返る契機となり，戦友会による多くの「戦記もの」が日本
























されており，この時期の「戦記もの」一般にみられる性格と考えられる [高橋 1988; 早瀬
2012]。1991 年，鬼籍に入る会員の増加と高齢化により第八集で終刊に至る。その時に，原稿




























ントに対して英語話者は約 27パーセント (アメリカ国籍保有者約 0.05パーセント) という数
値をあげておきたい。一方戦前，フィリピンで日本語教育を行う学校は存在したが，上記の統
計において日本語話者が約 0.2パーセントで，日本国籍所有者をわずかしか上回らないため，
その成果は限定的だったと推定される [Bureau of the Census and Statistics 1942: 33-35]。し
たがって，フィリピンにおける外国語としての日本語教育が本格化するのは，日本の占領下に
入ってからである。















基盤であった [渡集団軍政監部 1942: 14-15]。
この方針が出された当時は，現地人の日本語教育を一般の兵士が場当たり的に担っており，
専門家を内地から呼ぶ必要性が意識されるようになっていた。そこでまず派遣されたのが，宗









の選考であった｡3) この応募から渡比前までの教員たちの経験を，終戦前 (1943 年 12 月) に
執筆された藤田 (旧姓射手矢) 百合子の手記を中心に，ここでは見ていきたい。大学卒業直後
の彼女が応募したのは，第一回の南方派遣日語教育要員採用試験で，志願者総数は，採用 51
名に対して 200余名であった [『読売新聞』1942 年 11 月 11 日]。当日，試験会場となる文部
省の前には「皆偉そうな男や女の先輩の方々や，大学生等が英語の本を読んだり，英字新聞を




















5 ) 木村 [1991] は，文部省からの出向は 26名という『さむぱぎいた』の資料とは異なる数字を挙げ
ている。
6 ) アメリカ人捕虜収容所や電信局などでの通訳，手紙の検閲，タイプ，雑役を担当したものも 186名
の中に含まれている [山田 第四集資料]。






単に考えて」応募したとある会員は書いている [加島 第四章: 38]。したがって，戦局の悪
化で海路の危険などから不安が募ってくると，「自分の日本語教育要員の途を選んだ先見の明
のなさ」を感じることになった [海老原 第七集: 4]。
｢奥様思いの彼は恐らく召集忌避一心で日語教育要員の試験を受けられたのではなかろうか」






















1969年 11 月 7 日]。
8 ) 木村は，知人が南方派遣日本語教育要員の講習を受けて感化され，現地人に対する日本語教育の重
要性を熱く語ったと記している。綱島も「私でも国の非常時にお役に立てるなら」と日本語教員に






















かな？と思われるような生活」[綱島 第八集: 55] があった。教員たちは軍属，なかでも文








フィリピンが形式上独立した 1943 年 10 月からは，日本軍と現地政府との意思疎通を図る役割
を担ったマニラの政務班ないし各地の地方連絡官事務所に所属していた時期が長かった [海老
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原 第七集; 山田 第四集資料; 第五集資料]。『さむぱぎいた』の文章から見る限り，独立が
日本語教員たちの業務に大きな変化を与えた様子は見られない。
当初の生活は本土と比べて恵まれたものだった。マニラの宿舎の「電気冷蔵庫や蛍光灯に
びっくりした」[説田① 第八集: 104] り，「純綿の下着類，牛の皮の靴，其の他，『統制』の
名の下にすべてに飢えていた私達には，別天地のように豊富な品物を並べたてた，華商の店頭




な思い」だったからである [村瀬 第四集: 48]。一方マニラ以外の派遣地域では，2，3名共
同で宿舎を与えられ，メイドを雇い，支配階級の生活スタイルで「優雅ともいえる毎日の生
活」をおくったり，ローラースケートやボーリングを楽しんだりしたものがいた [海老原 第





語教育に，一部の教員が携わった [江上 1997: 29-43]。さらに，地方駐在者は，州政府の教
育関係全般の指導や監督を担う場合もあった。各州に 2名の要員 (場合によってはそれ以上)
が配置される方向にあったが，そのうち 1名は，こうした教育行政を担当した [海老原 第七




掛け持ちしていた場合もあり，彼の日記によれば 1943 年 10 月 3 日は，女学校，警察隊，中学
校，小学校，町役場で勤務した [水野 第四集: 53]。関連する仕事としては，日々の研修に
加えて，教科書として使われていた『ハナシコトバ』や『日本語読本』の英訳ないし英語解説
の執筆，日本の歌の英訳，日本の歴史や文化の英語による講義などがあった [加島 第四集;
木村 第八集; 日下 記念号]。
これらの日常的業務以外には「日本語週間」と呼ばれる，日本語の普及状況を公表し，現地
9 ) 教員育成に関する業務として，1943 年の日本語教員検定試験の実施があった。筆記試験と口頭試問

















困った」という 1944年 4月 21 日の記述や，「女学校授業。雰囲気悪い。……この学校は監視
の要あり」という 8 月 3 日の記述，「リパ女学校各教室を廻る。生徒の態度やや冷淡。日本に
対する抵抗か」という 8 月 24日の記述，これらはその証左とみなせよう [水野 第七集: 48，
50，51]。ただ，当時の日本語のイベントに「日本語を話すフイリピン人が予想以上に集まつ
て，意外と日本語教育の根が広がつていることを知り，感激しました」という記述があるよう





































































































































































































































































もつかない現象」とある教師は当時の日記に記している [北村 第一集: 15]。別の教員も
「のんびりムードで生徒が授業直前にアイスクリームを両手に持って教室に入って来て勧めた
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ランスナショナル性が示されている。






























参 考 文 献
Agoncillo, Teodoro A. 1965. The Fateful Years: Japanʼs Adventure in the Philippines, 1941-1945. Quezon
City: Garcia.
アンダーソン，ベネディクト．1997．『増補 想像の共同体――ナショナリズムの起源と流行』白石さ
や・白石 隆 (訳)．東京：NTT 出版．(原著 Anderson, Benedict. 1991. Imagined Communities:




Bureau of the Census and Statistics．1942．Statistical Abstracts. Manila: Bureau of Print.
江上芳郎．1997．『南方特別留学生招聘事業の研究』(南方軍政関係史料 24) 東京：龍渓書舎．
アルヴァックス，モーリス．1989．『集合的記憶』小関藤一郎 (訳)．大津：行路社．(原著 Halbwachs,






























41-64 ページ所収．東京：インスクリプト．(原著 Renan, Ernest. 1887. Quʼest-ce quʼune nation?












渡集団軍政監部．1942．「訓令 教育ノ根本方針ニ関スル件 (第二号)」『軍政公報』1: 14-15．
――――．1943．「渡法第八十一号」『軍政公報』12: 1-2．
山北タツエ．1994．「カトリック女子宗教部隊の活動」『日本のフィリピン占領――インタビュー記録』

































































1942 年 11 月 11 日，朝刊，3「比島へ送る文化尖兵」
1969年 11 月 7 日，朝刊，19「昭和史の天皇 1002」
1970 年 8 月 21 日，朝刊，12「命の恩人『ミズノ』さんを捜して」
(2014年 10 月 20 日 掲載決定)
東南アジア研究 52 巻 2 号
234
